日本に、ナショナル・ペイン・マネージメント・センター

（国立疼痛管理センター）をつくろう

　　ペイン・マネージメント・センターってなんですか？
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Ｑ　ペイン・マネージメント・センターがあるといいことはなんですか？


Ａ　多くの人は痛みがあるとその原因を見つけてほしくてレントゲンやＭＲＩで検査してほしいと考えます。しかし、例えば腰痛の原因の８５％は、そうした検査で原因をみつけることはできないと言われています。原因が目で見える痛みというのは意外に少なく、目で見える異常にだけこだわっていると、痛みの原因を間違え、ひいては不要な手術に踏み切ったり、無駄な検査を繰り返したりすることにつながります。そうした勘違いを正し、痛みに対してあるべき治療の姿を示し啓蒙する役割も専門家集団であるペイン・マネージメント・センターの役割です。すなわち、無駄な手術や検査をなくすことで、患者さんの負担を減らすのはもちろん、医療費の削減など、社会的損失も抑えることが期待できるのです。








Ｑ　治療しても痛みが取れない人への対応は、どうしたらいいのでしょう？


Ａ　痛みがあれば誰しも、気分が晴れず、何をするにも我慢が必要になります。しかし、動かないでいることは、更に気分を落ち込ませ、体力も落ち、症状の悪化にも結びついてしまいます。でも、「痛い」すなわち「動けない」ではありません。患者さんを上手に励まし、支えてあげることができれば、日常生活を取り戻すことができるかもしれません。








Ｑ　ほかの国ではどうなっていますか？


Ａ　わが国の痛みに対する医療は、諸先進国より２０年以上遅れているといわれています。日本以外の多くの国ではすでに、各科がチームとなり、薬物療法、物理療法、心理療法などを組み合わせて、患者の痛みに対する治療を行う、さまざまな規模のペイン・マネージメント・センターが活動し効果をあげています。








Ｑ　ペインクリニックとなにが違うのですか？


Ａ　ペインクリニックでは、患部から伝わる痛みの信号を途中で止めるための処置が中心に行われています。しかし、この方法では対処できない「痛みを感じる仕組みの故障」と言えるような病気があることがわかってきました。そのような痛みには従来の鎮痛剤や、ブロック注射は効きません。そのほかの手立てが必要になります。そうした手立てをチームで工夫して治療していくのがペイン・マネージメント・センターです。











